
 

 

寒さが感じられる季節になりましたが、子どもは風の子元気な子！外でたくさん遊んだ後は、手洗
いうがいをしっかりとして健康に過ごしたいと思います。また、感染症が流行する季節でもあります

ので、感染症が発生したときや地域で流行している感染症等、玄関に掲示をしてお知らせします。気

温に応じて衣服の調節もしていきますので、ロッカーの洋服、下着類のご確認をお願い致します。 
また、登園時、散歩時に着用する上着にもお名前のご記入をお願い致します。 

10月保健だより 

嘱託医 のずえ先生より 

・嘔吐が流行しています。また、感染症が流行る季節です。 

手洗いうがいを徹底し、予防していきましょう 

                   
秋から冬に流行する感染症 

●ＲＳウイルス感染症 

ＲＳウイルスによる乳幼児の代表的な呼吸器感染症です。毎年、冬季に流行し、乳児の半数以上が１歳までに、ほぼ１０

０％が２歳までに感染し、その後も一生、再感染を繰り返します。感染後４～５日の潜伏期ののち、鼻汁、咳(せき)、発熱

などの上気道症状が現れます。３割程度の人はこのあと炎症が下気道まで波及して、気管支炎や細気管支炎(さいきか

んしえん)を発症し、咳の増強、呼気性の喘鳴(ぜんめい)（ぜいぜいする）、多呼吸などが現れてきます。  

●インフルエンザ 

咳やくしゃみからインフルエンザウイルスに感染して起こる重い風邪です。 

冬のはじめから春先にかけて流行することから、流行性感冒とも呼ばれています。 

例年、患者数は１月半ばから増え始め２月初めにピークを迎えたあと、３月くらいまで流行します。 

インフルエンザウイルスはのどの粘膜にくっつくと３０分で増え始め、１～２日で症状が出ます。 

感染力が強いため幼稚園や保育園、学校で爆発的に流行するのが特徴です。 

流行し始める前、１１月から予防接種で免疫をつけておくと、かかっても重くならずに済みます。 

●ウイルス性胃腸炎 

ウイルス性胃腸炎には、ノロウィルス、ロタウイルス等の種類があります。 

感染すると、24時間から 48時間の潜伏期間を経て、寒気や吐き気、 

下痢などの症状を引き起こします。熱はインフルエンザほどの高熱はでませんが 38度前後の熱が出ます。 

２ 次 感 染 を 防 ぐ た め に 、 感 染 者 の 便 や 嘔 吐 物 の 処 理 を 適 切 に す る 必 要 が あ り ま す 。                                                                        
★予防には手洗い・うがいが大切です。しっかりと行い感染予防をしていきましょう★ 

◆スマホで子守はNG？ 

泣き止ませるときや、つい手を離せなくてスマホをみせてしまうことってありますよね。スマホはとても便

利ですが、生まれて数年しかたっていない子どもの目や脳、体にどのような影響があるかわからないことも多

くあります。 

〇統計調査では視力の低い子どもが増えている。 

〇脳への影響は？メディア接触の「早期化」「長期化」により脳が劣化するという話も・・ 

〇親子の言葉のやり取りが少なってしまう。 

〇画面だけで仮想体験が出来てしまうため、五感が育たない。 

どんなものでも使いすぎ・頼り過ぎはNGです。注意して使用しましょう。 

 

29年 10月 20日（水） 

保育園夢未来東雲園 


